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@ イフ ラー ム と は : 


③ イ フラ ー ム 


⑯ イフ ラー ム が 定め られ た こと の 英知 : 








る 特定 の 意 








区 














られ まし た 。 


⑯ マッ カ の 聖域 の 範囲 : 


目 ( 


アッ ラー は その 聖なる 
を 持た な いま 3 
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ハッ ジ 、 あ る い は ウム ラ の 巡礼 の 諸 行 の 開始 を 意 











西寺 アデ み ジュ マイ ネ ィ イー (アル ーー フ ダイ ビゼー ヤ ) まで で 、 ハ 
ェ ッ ダ 街 道 沿い に 約 22 キロ の 地点 で す 。 

















方 東 は ター イフ 街道 の 
ウフ 


Co で で ディ ルー ウン 
約 16 キロ 離れ て いま す 。 





そし て 南 は イエ メン 街道 の アダ ー ト ッ ゥ ・ リ ー ン 3 
ロ の 地点 に あり ます 。 














@ イフ ラー ム の 仕方 : 


















































西 ウ ラナ 渓谷 3 
2 





























用 。 





男性 が ハッ ジ 、 あ る い は ウム ラ の イフ ラー ム に 了 臨む 場合 、 
す : グ ス ル 2 を し 、 身 奇麗 に する こと 。 体 に 香水 を つけ 、 身 に 
け な い こと 。 マヒ ー ト ムッ ゥ 3 を 脱ぎ 、 
用 する こと 。 サ ンダ ル の 





以下 


























また 女性 に と っ て は 以下 の こと が スン ナ と な り ま す : 


例え 月 経 や 産後 の 1 
で あれ 、 全 身 を きち ん と 毅 う 衣 服 を 着用 する こと 。 

















ュ ゝ 
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身 の 清浄 化 を 意 





し た 全身 の 洗浄 。 














ド : 預言 者 ムハンマド ( 彼 に アッ ラー の 祝福 と 
、 彼 の スン ナ を 踏 紅 す る べき で ある と され て いま す 。 
選 
: 詳し く は 後述 する 


由 

















立つ 服装 や 





F 安 あれ ) の 示し た ヨ 

















OO 











を 目指 す 者 が ある 特定 の いで た ち に 身 を 包み 、 ま た あ 
を 通過 する こと が 許さ れ な い 聖 域 と 、 ミ ー カ ー ト を 定め 





グー 江尻 みか ら は ジ 


E で で 、 ハ ラー ム ・ モ スク か ら は 約 15 キロ の 地点 
大 ジャ ラー イ ウ ッ ア ルー ジャ ー ヒ モデ イー と まで で 、 





また 北 は アッ テニ タン イー ム で 、 ハ ラー ム ・ モ スク か ら は 約 7 キロ の 地点 で す 。 


E で で 、 ハ ラー ム ・ モ スク か ら は 約 12 キ 


に 挙げ る こと が スン ナ 1 で 





ける 衣類 に は それ を 直接 つ 
白く て 清潔 な 2 枚 の 布 を 、 上 半身 と 下半身 に それ ぞ れ 























H 血 が 見 られ て も 、 イ フラ ー ム の 際 に グ ス ル する こと 。 い か な る 種類 


、 体 の 線 が 際立つ よう な 


F 法 や 道 の こ と 。 ム スリ ム は 可 


「 イ フラ ー ム に お いて 禁じ られ る こと 」 の 項 を 参照 の こと 。 









































服装 、 あ る い は 男性 や 不信 仰 者 と 似通っ た 服装 を し な いこ と 。 ニ カー フ 34 や 手袋 を 身 に 着け 
な いこ と 。 
る @ また も し それ が 可能 な ら 、 義 務 の サラ テー (礼拝 ) の 後に イフ ラー ム に 入る こと が スン ナ 











で す が 、 イ フラ ー ム それ 自体 に 関し て 特別 な が サラ ー が ある わけ で は あり ませ ん 。 ま た 多 
ヒ イ ヤ トム ・ ア ル テ マ スジ 記 や ウド ラー6 の 直後 の 2 ラク ア 、 だ ハー の サラ ー7 な どの 後 
に イフ ラー ム に 入っ て も 問題 は な く 、 そ の 時 に ハッ ジ で あれ ウム ラ で あれ 、 行い た い 形 
式 の 巡礼 に 入る こと を 心 で 意図 し ます 。 モ スク で の サラ ー の 直後 、 あ る い は キ ブ ラ の 方 
向 に 向かっ て 乗り 物 に 腰 を 下ろ し た 時 に イフ ラー ム に 入り 、 タ ルビ 8 の 言葉 を 唱え 出 
' ま の が スン シナ で す 。 




































































ム ス フ リム (イフ ラー ム に 入る 者 ) は 、 行う 巡礼 の 形式 を 口 に 出し て 唱え る こと が スン ナ 
で す 。 そ れ で ウム ラ の み を 行う 者 で われ ば 、「 ウ ムラ の た め に あな た の 御 許 に 馳せ 参じ 
ます 」 と 言い 、 イ フラ ー ド (ハッ ジ の み を 行う 巡礼 形式 ) を 行う 者 で あれ ば 「 ハ ッ ジ の 
た め に あな た の 御 許 に 馳せ 参じ ます 」 と 言い 、 キ ラー ン (ハッ ジ と ウム ラ を 同時 進行 す 
る 巡礼 形式 ) を 行う 者 で あわ れ ば 「 ウ ムラ と ハッ ジ の た め に あな た の 御 許 に 馳せ 参じ ます 」 
と 言い 、 タ マッ トウ (ウム ラ を 終え て か ら ハ ッ ジ に 移行 する 巡礼 形式 ) を 行う 者 で あれ 
ば 「 タ マッ トッ ゥ (享受 ) し つつ ハッ ジ へ と 移行 させ る ウム ラ の た め に 、 あ な た の 御 許 に 
導 じ ます 1.9 と 言い ます 2 まだ ハッジ を 行 ね うす る 者 は 、 | デン ッ テ ー よ 、 と の バツ 
ジ は 虚栄 で も 和 名声 の た めで も あり ませ ん 」 と 言い ます 。 
































スム フリ ム (イフ ラー ム に 入る 者 ) は 病気 や ( 英 に よる 妨害 な どの ) 恐怖 の 状態 に ある 場 
合 、 2 
も の が 私 (の 巡礼 の 遂行 ) を 阻ん だ ら 、 私 の (イフ ラー ム を 解く ) 場所 は あな た が 私 を 
阻ま れ た 所 で す 」 こ うす れ ば 、 も し 何 か に よっ て 巡礼 を 妨害 され た り 病 状 が 悪化 し た り 
し て も 、 イ フラ ー ム を 解く 際 に ペナ ル テ ィ と し て の 犠牲 を 捧げ な く て も 済む の で す 。 

















タル どの 形式 : 


1 ュー ム ブ リム (イフ ラー ム に 入る 者 ) は イフ ラー ム の 直後 、 偉 大 か つ 荘 厳 な る アッ ラー を 








ハミ ー が 0 し 、 タ スピー フジ 1 せ し 、 タ クビ ー ク 2 し て 乗り 物 に 腰 を 下ろ し た 後 、 こ の よう に 





4 
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の 祝福 と 平安 あれ ) の スン ナ で す 。 


6 


の 洗浄 。 
訳者 注 : 太陽 が 昇っ て か ら 正 午前 まで に 行わ れる スン ナ の 礼拝 。 ラ クア 数 は 2、4、6, 8, 12 な ど 諸 説 
あり ます 。 
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訳者 注 ・「 ニ カー ブ 」 と は 眼 か ら 下 の 顔 下 結 2 義 う 布 の こと 。 
訳者 注 モス ク に 入っ た 時 、 腰 を 下ろ す 前 に 行 う 2 ラク ア の サラ ー の こと 。 預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら 
































訳者 注 : イス ラー ム に お いて 定め られ た ある 一 定 の 形式 に お ける 、 心身 の 清浄 化 を 意図 し た 体 の 各部 位 


[ 



































訳者 注 ・「 タ ルビ ヤ 」 の 詳細 は この 項 で 後述 され て いま す 。 


























訳者 注 :・「 タ マッ トッ (部 受 )」 と いう 名 称 は 、 一 旦 ウ ムラ を し た 後 、 ハ ッ ジ の 時 期 が 来る まで イフ ラー 














ム を 解き 、 そ の 間 イ フラ ー ム に 伴う 様々 な 禁止 事項 か ら 纏 られ な いで いる 安楽 を 剖 受 し て いら れる こと に 
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来 し ます 。 











訳者 注 : アッ ラー に こそ 全て の 賛美 が ある と 唱 念 す る こと 。「 ア ル テ ハ ム ドリ ッ ラ ー」 と いう 言葉 に 代 
2 











馳せ 参じ まし た 。 あ な た の 御 許 に 馳せ 参じ 
た の 御 許 に 馳せ 参じ しま し た 。 称賛 








(アル テ ブ ハー リー と ム ス 


2 一 アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い 
と 平安 あれ ) の タル ビ ヤ に は この よう な も の が あり 


口 


ラー か ら の 祝福 
に 馳せ 参じ まし た 、 真 の # 















































「 





⑯ クル ビ ヤ の 徳 : 


サハ ル ・ ブ ン ・ サ アド ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い 3 


ご ヽ 




















リム の 伝承 3) 


と 恩恵 と 主権 は 、 半 


唱え る こと が スン ナ で す :「 ア ッ ラ ー よ 、 あ な た の 御 許 に 馳せ 参じ 3 
し た 、 あ な た に 並ぶ も の は あり 
な も の な き あ な た に こそ 属し ます 。」 











E し た 























:「 預 








E し た 。 あ な た の 御 許 に 
E ま せん 。 あ な 





言 者 ( 彼 に アッ 
E し た あな た の 御 許 


よ 。"」( ア ン = ニ ナ サ ー イ ー と イブ ン ・ マ ー ジ ャ の 伝承 1 


口 

















に アッ ラー か ら の 平安 と 祝 





右 か ら 左 か ら 石 や 木 や 土塊 が (それ に 呼 床 し て ) タル ビ ヤ を 唱え る の だ 。 そ 









































E し た :「 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 後 
昌 あ れ ) は 言い まし た # ムスリム が タル ビ ヤ を 唱え れ ば 、 そ の 
し て それ は 東 














西 の 地 の 果て まで 続く の で ある 。"」 (アッ テニ ティル ミズ ィ ー と イブ ン ・ マ ー ジ ャ の 伝承 15) 


@ ムフフ リム (イフ ラー ム に 入る 者 ) は 、 ハッジ と ウム ラ の スロ ー ガ ン と も 言え る この タル 


ビ ヤ を 沢山 唱え る こと が スン ナ で す 。 男性 は 声高 に 、 そ し て 女性 も 支障 が な い 
また 時 に は タ ハ リー/ ノ 7 を 、 ま た 時 に は 夕 


声高 に 唱え ま 


み ビー ノル 18 を 











是 
汗 




















す 。 そ し て 時 に は タル ビ ヤ を 、 
科 よ グ に 上 








お 


ウム ラ に お ける タル ビ ヤ は 、 聖 域 に 入っ た 時 
て は 、 ア デア ル テ デ カバ の ジャ ムラ 20 へ の 投石 の 時 点 で 、 唱 える の を や め 








点 


の 














で 唱え る の を や め 








ほり 16、 








ます 19。 ハ ヘッジ に お い 
お 








表 さ れ ま す 。 





空 人 





1 
Y 























11 訳者 注 : アッ ラー の 


フロ ーー ニッ 


Ss 中 








と いう 言葉 に よる 唱 念 に 代表 さ 
訳者 注 : アッ ラー こそ が 最も 僅 大 で あり 、 そ れ 以 外 の も の は 全て 革 少 な 存在 で ある こと を 唱 念 す る た 
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で 山 


欠 性 、 
れ ま す 。 


全て の 物事 か ら 超 越す る 


っ 








め の 言 葉 。「 ア ッ ラ ー フ ・ ア ク バ ル 」 と いう 言葉 に 代表 され ます 。 
13 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (1549) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (1184)。 








14 真正 な 伝承 。 ス 
ナ サ ー イ ー の も の 。 
15 真正 な 伝承 。 ス 
ッ デ テテ ィ ル ミズ イィ ー の も の 。 
16 





























訳者 注 : つま り 女 性 が 声 を 上 げ る こと で 、 そ れ を 耳 に する 見 知ら ぬ 男 必 


心配 が な いよ うな 状況 の こと で す 。 
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訳者 注 : アッ ラー こそ が 唯 














18 


・ イ ラー ハ ・ イ ッ ラ ッ ラ ー」 














19 
20 
ラ 暦 12 月 10 
投石 する こと に な っ て いま す 。 























に 最大 の 柱 「 ア ルニア カバ 」 に 7 








の 主 で あり 、 真 に 宗 提 
と いう 言葉 に 代表 され 
訳者 注 : アッ ラー こそ が 最も 偉大 で あり 、 そ れ 以 
め の 言 葉 。「 ア ッ ラ ー フ ・ ア ク バ ル 」 と いう 言葉 に 
訳者 注 : 4 大 法学 派 の 見 解 で は 、 ウ ムラ の 場合 タル ビ ヤ を 唱え る の を や め る の は タワ ー フ 開始 時 で す 。 
訳者 注 ・「 ジ ャ ムラ 」 と は マッ カ 近 郊 の 巡礼 者 宿営 地 「 ミ ナー」 に ある 、 大 小 中 3 本 の 














ます 。 





高 さ を 讃え る こと 。「 ス プ ハ ー ナ ッ ラ ー」 





ン ・ ア ン テ ナ サー イー (2752) 、 ス ナン ・ イ ブン ・ マ ー ジ ャ (2920) 。 文章 は アン ニテ 


ン ・ ア ッ テ テ ィ ル ミズ ィ ー (2745) 、 ス ナン ・ イ ブン ・ マ ー ジ ャ (3263) 。 文章 は ア 


E た ち を 叔 了 し て 惑わ せ て し まう 

















、 そ し て 11、12、13 


9 











に は 各 柱 に 7 














FE すべ き 対 象 で わる こと を 唱 念 する た め の 言葉 。「 ラ 


外 の も の は 全て 勤 少 な 存在 で ある こと を 唱 念 す る た 
代表 され ます 。 





投石 塔 。 ヒ ジュ 








瑞 ずつ の 小石 を 



































人 @ 成年 男女 が 一 旦 ハ ッ ジ か ウム ラ の た め 





な り ま せん 。 一 方 未成 年 の 場合 、 そ も そ も 3 








遂 の 義務 は あり ませ ん 。 


⑯ ハッ ジ を 行う 者 が する こと : 


ハッ ジ を する 者 は 特に 、 ア ッ ラ ー へ の 服従 行為 の 遂行 
せん 。 至高 の アッ ラー は こ う 仰 られ ま 








な けれ ば な り 3 





9 











し た :・ ハッ ジ (の 季節 ) 


に イフ ラー ム に 入っ た ら 、 それ を 完遂 し な けれ ば 
E だ 諸々 の 義務 が 課せ られ て は いな い の で 完 





と 禁止 行為 の 回 避 に お いて 努力 し 


は 周知 の 


数 ヶ月 で ある 。 そ れ で その 間 に ハ ッ ジ を し よう と する 者 は 、 淫 ら な 言動 や 罪深い 行い や 言 
い 争 い を し て は な ら な い 。 あ な た 方 が する いか な る 善 も 、 ア ッ ラ ー は ご 存 知 に な られ る 。 
旅 の 準備 を する の だ 。 そ し て 旅 の 蓄え で も 最善 の も の は 、 タ クワ ー21 で ある 。 知性 ある 者 た 
ちよ 、 わ れ (の 怒り を 誘う よう な 物事 ) か ら 身 を 慎 ゆ の だ 。, (クル アー ン 2 : 


⑯ イフ ラー ム に お いて 禁じ られ る こと : 


197) 


イフ ラー ム み に お いて 禁じ られ る こと と は 、 イア ラー ム に 入る こと に よっ て 禁じ られ る 





諸々 の 行い の 事 を 指し ます : 

















アブ ドッ ラー・ ブ ン ・ ア ム メル (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) 
ム は 何 を 身 に 纏う の で すか ?? 
( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た * 








言い まし た :1 アッ ラー の 使徒 よ 、 ム フ 















































に よれ ば 、 あ る 男 が こう 
アデ アッ ラー の 使徒 
( ム フ リ ム は ) 長 上 衣 も 、 タ ー バ 





ン も 、 ズ ボン も 、 フ ー ド 付き の ロー ブ も 着用 し て は な ら な い 。 ま た 、 く る ぶし を 和 覆う 靴 や 

















靴下 を 履い て も な ら な い が 、 サ ンダ ル が な い 者 は それ ら を 履い て も よい 。 
る 場合 は ) くる 記し の 下 ま で それ ら を 切り 取る の だ 。 























けた 衣類 を 纏っ て も な ら な い 。" 」 (アルテ ブ ハ ー リ ー と ムスリム の 伝承 22) 


@ ム フ リ ム (イフ ラー ム に 入っ た 者 ) に は 次 の こと が 禁じ られ ます : 


1 一 頭髪 や 体毛 を 剃っ た り 切 っ た りす る こ 


2 一 爪 を 切る こと 。 














3 一 頭 を 覆う こと (男性 の み )。 























1 


2 で の 9 
E た サフ ラン や 香草 (の 香り ) を 付 


4 一 マヒ ー ト ムッ ゥ を 着用 する こと (男性 の み )。 マ ヒー トッ ゥ と は 次 の よう な 衣類 を 指し ます : 















































21 訳者 注 :・「 タ クワ ー」 は 「 自 ら を 守る 」 と いう 





動 詞 の 名 誤 














と 懲罰 に つなが る よう な 行い - つま りか れ が 命じ られ た こと に 
た りす る こと な ど - を 避け る こと で 、 自 ら の 身 を アッ ラー の お 怒り や 懲 凡 か ら 守 る こと を 意味 し ます 。 
22 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (1542) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (1177 。 文章 は アル ニブ ハー リー の も の 。 
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ン 
グ o 











長 上 衣 な どの よう に 、 体 全体 に 合わ せ て 縫製 され た 衣類 。 シャツ な どの よう に 、 














本 の 上 半 


つま り ア ッ ラ ー を 長 れ 、 ま た その お 紙 り 
反し た り 、 あ る い は 禁じ られ た 





柄 を 犯し 


身 部 分 に 合わ せ て 縫製 され た 衣類 。 ズ ボン な どの よう に 、 体 の 下半身 部 分 に 合わ せ て 製 





され た 衣類 。 手 





























体 の 一 部 分 に 合わ せ て 縫製 され た 衣類 な ど 。 








ける 手袋 、 足 に 着用 する 靴 や 靴下 、 頭 に 























ける ター バン 補 帽 子 な ど 、 


5 一 どの よう な 形 で あれ 、 身 体 や 衣服 に 香水 や 香木 な ど を つけ る こと 。 








6 一 食用 可能 な 陸上 生物 の 殺生 や 狩猟 。 





7 一 媒 婚 の 契 











8 一 ニカ ー フ 23 や ノシ ルカ ア 24 な ど で 顔 を 覆う こと や 、 手 袋 


み )。 


9 一 性 交 : イフ ラー ム に お いて 
25 前 に これ を 犯し て し 





効 と な っ て し 


r[ 












































ま 巡 礼 の 儀 を 完遂 す る 義務 が ある 上 、 翌 
一 方 イフ ラー ム の 部 分 的 解除 後に 性 交 し て し まっ た 場合 、 


ます 。 そ し て ラク ダ 1 頭 を 犠牲 と し て 



































用 する こと (女性 の 


E え ば 、 罪 を 犯す こと に な る の は も ちろ ん の こと 、 巡礼 の 儀 上 
計ら な けれ ば な ら な い 他 、 そ の ま 
に その 巡礼 の や り 志 し を し な けれ ば な り 3 


最も 厳禁 され て いる も の で 、 も し イフ ラー ム の 部 分 的 解 





除 














体 が 無 





























体 は 人 














IT 





E せ ん 。 
・ 効 と は な ら な 


いま で も 人 罪 を 犯し た こと に は 変わ りな く 、 ま た 規定 の 財 罪 %6 を し 、 グ スル 27 し な けれ ば な り 





ませ ん 。 


10 一 性 交 に 
ー ム が 無効 に な る こと は あり 
務 付け られ ます 。 



































@ 男性 は サン ダル が 見 つか ら な い 場 合 を 除い て 、 靴 や 靴下 を 履く こと が 禁じ られ ます 。 
用 し 、 そ れ ら が くる ぶし を 覆 わ な いよ うに 切り 取り ます 。 
た くる ぶし を 覆う こと が 禁じ られ て いる の で 、 サン ダル で あっ て も くる ぶし が 隠れ る よ 
うな タイ プ の も の で あれ ば 禁じ られ 3 
す が 、 手 袋 を 


の よう な 場合 は それ ら を 

















@ 廊 性 に は 上 記 の 全て の 禁止 事項 が 適用 され 
その 限り で は あり 


身 に 























E で 至ら な い 範 囲 で の 性 交渉 : も し 射精 し て し 
ませ ん が 、 罪 を 犯し た こと に な り 3 

































































ける こと は 男女 共に 許さ れ ま せん 。 


























23 訳者 注 ・「 ニ カー ブ 」 と は 有 眼 か ら 下 の 顔 直 
24 訳者 注 :「 バ ルカ ア 」 も 「 ニ カー ブ 」 と 同様 で す が 、 両 目 の 間 に も 覆い が ある タイ プ の も の で す 。 























25 訳者 注 : 詳 し く は この 項 に 後述 。 


26 訳者 注 : 詳 し く は の 
27 訳者 注 : 心身 の 清光 化 を 意図 し 
28 訳者 注 : 詳 し く は の 





「④ 周 罪 」 の 項 を 参照 の こと 。 

















全身 の 洗 汐 。 
項 を 参照 の こと 。 
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「④ 財 罪 」 








E す 。 一 方 女性 は 靴 も 靴下 も 


E す が 、 マ ヒー ムッ ゥ の 
E せ ん 。 そ し て めか し つけ た り し な い 
ける こと も で きま す 。 まま た ニカ ー デ ょ 手袋 を 記 け 、 

















部 分 を 純 う 布 の こと 。 


目 ハ 
場合 





ご ヴ 






































AN ンク 

















また 損害 の 周 罪 28 が 義 

















用 する こと が 


H 来 ま 


そ 


ご ヽ 





用 と 頭 を 績 う こと は 




















で あれ ば 、 い か な る 衣服 を 
頭 部 を 妖 い 、 知 ら な い 男 性 な 


どの 前 で は ヒジ ャ ー ブ な ど を 顔 ( 
り ま せん 。 


信 ハッ ジ に お いて は イフ ラー ム の 部 分 解 閑 に よっ て 、 女性 と の 性 交渉 を 除く 全 
ー ム に お ける 禁止 事項 が 解除 され 
ャ ムラ 29 へ の 抽 石 後に 


























ご 本 ら ル で 必ず まう 





に し 
































達成 され ます 。 但し 犠牲 用 の 家畜 を 連れ て いる 場合 ( 





ら な い 限 り は 投石 を し て も イフ ラー ム の 部 分 解禁 は 成 さ れ ま せん 30。 











@ 女性 の ム フ リ ム (イフ ラー ム に 入っ た 者 ) が 月 経 を 迎え た 時 の 法 的 見 解 : 


け て も 問題 あ 


た 0 イプ 妥 





E す 。 イ フラ ー ム の 部 分 解禁 と は 、 ア ル テ ア カバ の ジ 





よ 、 そ れ を 必 


マッ トム ト み (ウム ラ を 終え て か ら ハ ッ ジ に 移行 する 巡礼 形式 ) を 行う 女性 が タク ワー フ を 


行う 前 
れ が ある 場合 





し ます 。 産後 の 出血 が ある 女性 も 同様 に し 、 タ ワー フ を 除く 全 
り 進 め て 行き ます 31。 
行う 女性 が タワ ー フ の 最 
テー ン (ハッ ジ と ウム ラ を 同時 進 


⑯ ム フ リ ム 


に 月 経 を 迎え た 場合 、 


そし て それ が 終わ る 前 に ハッ ジ の 季節 が 過 
形式 を キラ ー ン (ハッ ジ と ウム ラ を 同時 進 








よ 、 礼 











また タマ ッ ト ムウ (ウム ラ を 終え て か ら ハ ッ ジ に 移行 する 
に 月 経 を 迎え て し まっ た 


FH 
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行 する 巡礼 形式 ) に 変更 し ます 。 


(イフ ラー ム に 入っ た 者 ) が 行っ て も よい こと : 





庫 ぎ 去っ て し ま 
行 す る 巡礼 形式 ) ( 
て の ハッ ジ の 行事 





う 迷 
こ 変 

















を 通常 通 
巡礼 形式 ) を 





場合 は 、 そ れ を 中 断 し て 巡礼 形式 を キ 


ム フ リ ム (イフ ラー ム に 入っ た 者 ) は 、 以 下 に 挙げ る よう な こと を 行っ て も 問題 が あり 


ませ ん : 





- 一 撃 の 下 に 
0 


Er 
王 出 


] 一 





家斉 や 凌 な ど を 
ずみ 、 ヤ モリ な ど 諸 々 の 被害 を も た ら す と 』 


の アッ ラー は こう 仰 ら れ ま し た :・ 


届 殺 する こと 。 ラ イオ ン 、 狼 、 区 、 チ ー タ ー、 大 蛇 、 




















絶 谷 さ せる こと が 望 





まこ て 換 剖 川 な だ 





(イフ ラー ム に ある 者 も 、 そ う 
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妃 わ れる 生き 物 を 、 聖 域 の 内 外 に 関わ ら ず 殺す 
お ける 狩猟 と 、 そ れ を 食 


で な い 者 も ) 


あな た 方 に は 海 (や 湖 、 河 川 な ど ) で の 狩猟 と 、 そ れ を 食べ る こと が 許さ れ た の だ 。( そ れ 


は 定住 者 で ある ) あな た 方 と 、 旅 行 


中 の 者 へ の 恩恵 で や る 。 そ し て あな た 方 が イフ ラー ム 


の 状態 に ある 間 は 、 陸 上 で の 狩猟 は 禁じ られ た 。 あな た 方 が (最後 の 日 に ) 召集 され る と 


ころ の お 方 で ある 、 ア ッ ラ ー に 対し て 慎む の だ 。, 


(クル アー ン 5 : 96) 





29 訳者 注 : 





「 ジ ャ ムラ 」 と は マッ カ 近 郊 の 巡礼 者 宿営 地 「 ミ ナー」 


に ある 、 大 小 中 3 本 の 





畠 








投石 塔 。 


ヒジ ュ 








ラ 暦 12 月 10 











に 最 


の 柱 「 ア ル テ ア カバ 」 に 7 個 、 














そし て 11、 1 13 日 に は 各 柱 に 7 

















直 





ずつ の 小石 を 





投石 する こと に な っ て いま す 。 

















者 注 


K、 


30 訳 
イー 学 ) 


ム の 


31 訳者 注 : 
た めで す 。 








この 見 解 は マー リク 学派 と 
ーー 学派 の 主流 で は ゆり アル テア カバ へ の 投石 、② 散 髪 あ る い は 弟 髪 、③ タ ワー フ ・ ア ル 
テイ ファ ー ダ の 3 つの 内 の 2 つ を 終了 し た 時 点 で (バッ ジ の サ ア イ を 行っ て いる こと を 条件 ! 
部 分 解禁 は 達成 され ます 。 
ハッ ジ を 構 


ノ フュ ン バ 











部 の ハン バリ ー 学 派 の も の で す 。 ハ ナ フ ィ ー 学 ? 














成す る 根幹 的 行事 の 内 で タワ ー フ の み が 、 
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獲 と シャ ー フ ィ 


に )、 イ フラ ー 





その 遂行 の 際 に 体 の 清浄 が 要求 され る 





2 一 アー イシ ャ (彼女 に ブッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た :「 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に 
アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た ? (次 の ) 5 種 の 害 獣 は 聖 城 で も 殺し て 構わ 
な い : サン ツリ 、 ね ずみ 、 ト ン ビ 、 カ ラス 、 狂犬 。" 」( ア ル テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 3) 


























@ ムフフ リ ム (イフ ラー ム に 入っ た 者 ) は グ ス ル 33 す る こと も 、 頭 や 衣類 を 洗っ た りす る こ 

と も 出来 ます し 、 着 て いる 衣類 を 交換 する こと も 出来 ます 。 ま た 銀 の 指輪 、 眼 鏡 、 補 聴 
器 、 腕時計 、 ベ ルト - 例え ミシン な ど で 縫 い 目 が 入っ て いた と し て も - な ど を 装着 し て 
も 問題 あり ませ ん 。 ま た 痛み な ど を 除去 する た め に カッ ピン グ ( 吸 玉 放 血 法 ) や 、 コ フ 
2234 な ど を 使用 する こと も 可能 で す 。 














































































































⑱ ム フ リ ム (イフ ラー ム に 入っ た 者 ) は ミン ト な どの 匂い を 喚 い だ り 、 テ ント や や 傘 、 車 の 
屋根 な ど で 太 陽 を 凌い だ り し て も 構い ませ ん 。 また 頭 部 な ど を 播 いた り し て 時 に 髪の毛 
が 落ち た り し て も 、 問 題 は あり ませ ん 。 




















⑯ ム フ リ ム (イフ ラー ム に 入っ た 者 ) が 他界 し た 時 に する こと : 














イブ ン ・ ア ッ パ バース (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 あ る 男 が ム フ リ ム の 状 
態 に ある 時 、 ラ クダ に 跳 ら れ て 死ん で し まい まし た 。 私 た ち は 預 言 者 (後に アッ ラー か ら 
の 祝福 と 平安 あれ ) と 一 緒 に いま し た が 、 彼 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は こ 
う 言 いま し た :1 スィ だ ル と 水 で も っ て その 遺体 を 洗浄 し 、 2 枚 の 布 で くる む の だ 。 香 水 を 
つけ ず 、 頭 を 覆 わ ぬ よ うに せよ 。 と いう の も アッ ラー は 彼 を 審判 の 日 、 タ ルビ ヤ を 唱え た 
状態 で 復活 させ られ る か ら で あ る 。" 」 (アル テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 3) 




























































































32 サ ヒ ビーフ ・ ア ル テ ブ ハー リー (1829)、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (1198)。 文 章 は ムスリム の も の 。 


33 訳者 注 : 心身 の 清浄 化 を 意図 し た 全身 の 洗浄 。 

34 訳者 注 : 眼病 を 予防 し た りす る 目的 で 目 の 周 り に 付け る 黒い 粉 の こと 。 硫化 ア ンチ モン を 指し ます 。 

35 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (1267) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (1206)。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 
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